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腎
不
全
と
は
　

　
腎
不
全
は
、
様
々
な
原
因
に
よ
り
腎
臓

の
働
き
が
不
十
分
に
な
っ
た
状
態
で
す
。

腎
不
全
に
な
る
と
全
身
の
倦
怠
感
や
食
欲

不
振
、
吐
き
気
、
頭
痛
、
浮
腫
み
、
息
苦

し
い
な
ど
の
尿
毒
症
と
い
わ
れ
る
症
状
が

出
て
き
ま
す
。

人
工
透
析
と
は

　
人
工
透
析
と
は
、
腎
臓
の
機
能
を
人
工

的
に
代
替
す
る
治
療
を
い
い
ま
す
。
下
記

の
図
1
に
表
す
よ
う
に
血
液
を
一
度
体
の

外
に
出
し
て
人
工
腎
臓
（
ダ
イ
ア
ラ
イ
ザ
）

を
通
し
て
老
廃
物
や
過
剰
な
水
分
を
取
り

除
き
、
き
れ
い
に
な
っ
た
血
液
を
体
の
中

に
戻
し
ま
す
。

の
余
分
な
物
質
や
水
分
の
除
去
を
行
う
も

の
で
す
。

　
「
拡
散
」
と
は
、
水
溶
液
中
の
物
質
が
、

透
析
膜
を
介
し
て
濃
い
方
か
ら
薄
い
方
へ

移
動
す
る
現
象
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
の

現
象
を
利
用
し
て
血
液
中
の
老
廃
物
や
電

解
質
の
カ
リ
ウ
ム
・
カ
ル
シ
ウ
ム
・
リ
ン

等
は
除
去
し
ま
す
。
ま
た
、
逆
に
重
炭
酸

イ
オ
ン
な
ど
は
補
充
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

こ
こ
で
、
透
析
の
原
理
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
す
。
こ
の
図
の
中
の
透
析
器
「
人

工
腎
臓
」
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
人
工

腎
臓
は
、
血
液
と
透
析
液
の
間
に
あ
る
水

分
と
小
さ
な
物
質
の
み
を
通
過
す
る
半
透

膜
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
こ
の
膜
を
介
し

て
、
水
分
と
物
質
の
移
動
を
行
う
こ
と
で

老
廃
物
な
ど
を
除
去
し
、
ま
た
体
に
足
り

な
い
物
質
の
補
充
を
行
う
こ
と
が
出
来
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
図
2
に
も
表
し
ま
し
た
が
、

人
工
腎
臓
の
原
理
に
は「
ろ
過
」と「
拡
散
」

が
あ
り
ま
す
。

　
「
ろ
過
」
と
は
、
透
析
後
に
陰
圧
を
か

け
る
こ
と
で
、
こ
の
圧
力
に
よ
り
血
液
中

腎不全と人工透析
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工
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処名

其 の 一

腎
臓
の
お
話
　

　
腎
臓
は
、
背
中
の
腰
よ
り
少
し
上
に
位

置
し
て
い
る
臓
器
で
、
左
右
に
一
対
あ
り

ま
す
。
そ
ら
豆
の
よ
う
な
形
を
し
て
い

て
、
大
き
さ
は
成
人
で
こ
ぶ
し
位
、
重
さ

は
1
5
0
g
程
で
す
。

　

腎
臓
の
主
な
機
能
は
、

❶
体
内
の
老
廃
物
排
出

❷
体
内
の
水
分
量
を
調
節

❸
血
圧
の
調
節

❹
血
液
の
電
解
質
濃
度
の
調
節

❺
血
液
の
酸
性
や
ア
ル
カ
リ
性
の
調
節

❻
血
液
を
造
る
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌

❼
骨
の
生
成
に
効
力
の
あ
る

　

ビ
タ
ミ
ン
D
の
産
生
等
で
す
。

透析用監視装置　DCS-27其 の 二

　

一
般
に
透
析
装
置
と
言
っ
て
も
、
治
療
法

や
用
途
に
よ
り
色
々
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、「
透
析
用
監
視
装
置
D
C
S‒

27
」

は
、
腎
セ
ン
タ
―
や
一
般
病
棟
で
人
工
透

析
を
行
う
際
に
使
用
し
ま
す
。
通
常
の
透

析
で
は
治
療
に
要
す
る
時
間
は
3
時
間
〜

4
時
間
で
す
。

持続緩徐式血液浄化装置ACH-10其 の 三

図1：人工透析の仕組み

図3：CHDF療法の仕組み

　

こ
の
装
置
は
、
主
に
、
手
術
後
な
ど
で

体
力
が
低
下
し
て
い
る
患
者
さ
ま
に
使
用

し
ま
す
。

　

右
の
装
置
が
当
院
で
主
に
使
用
し
て
い

る
装
置
で
、「
持
続
緩
徐
式
血
液
浄
化
装

置
A
C
H‒

10
」
と
い
う
装
置
で
す
。
こ

の
装
置
は
、Ｃ
Ｈ
Ｄ
Ｆ（
持
続
的
血
液
透
析

ろ
過
法
）
と
い
う
治
療
法
で
使
用
す
る
装

置
で
す
。

図2：人工腎臓（ダイアライザ）の原理
　

Ｃ
Ｈ
Ｄ
Ｆ
療
法
と
は
、
前
述
し
た
人
工

透
析
と
少
し
違
う
治
療
法
で
す
〔
図
3
〕。

例
え
ば
集
中
治
療
室
な
ど
で
、
持
続
的
に

体
内
の
老
廃
物
の
除
去
と
過
剰
な
水
分
の

除
去
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

↑当院の腎センターです。
多くの透析用監視装置が整然と配置されています。

これらの透析用監視装置に透析液を供給する装置も設置されています。

人工腎臓

人工腎臓の原理

透析B液を作る装置 透析液濃度を管理する装置透析Ａ液を作る装置　

この治療法は患者さまの
体への負担が少なくなります。
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